
2018 年度 伊豆急ケーブルネットワーク  第９回 番組審議会 議事録 

日 時：２０１８年９月２７日（木） １５:３０～１７:３０ 

場 所：株式会社伊豆急ケーブルネットワーク本社事務所 会議室 

 

番組審議会 出席者 

委員：前田宗宏 委員（会長）・稲葉裕子 委員・磯川善幸 委員・佐藤文彦 委員・ 

小山みどり 委員                    （市川幹夫委員・山西和孝委員は欠席） 

 

事務局：塚本昌哉（メディア事業部長）・岩本 亙（担当部長） 

庭野順一（いるかチャンネル課 課長）・大川 裕（同 課長補佐）・遠藤 昇（同 課長補佐） 

 

陪席：比企恒裕（代表取締役社長）・三井大峰（経営企画部長） 

 

議題 

（１） 任期満了に伴う 会長・副会長の選任 

 

（２） 前年度審議番組についての意見反映、改善の報告 

 

（３） 今回審議番組の視聴および質疑応答と意見聴取 

 

（４） 新たな番組制作の取り組みについて報告 

 

議事内容 

（１） 任期満了に伴う 会長・副会長の選任 

次の任期(2 年)について全委員より再任の了承があった。 

      会長・副会長については、立候補が無かったため、引き続き前田会長、市川副会長の 

      再任を事務局が推薦し、出席委員からの賛同を得て、両委員とも了承、再任が決定した。 

 

（２）前回審議番組「見聞 まま」についての意見反映、改善の報告 

・ご意見  インタビューを受ける人にいきなり氏名を聞く事への抵抗感。 

・反 映  必ず初めに番組の趣旨と収録の了承を得てからの収録開始としている。 

 

・ご意見  収録場所で、機器の故障中の張り紙などは、映りこまない配慮を。 

・反 映  不適切な物が映りこまないように、収録場所・位置を変えるなどの配慮。 

 



・ご意見  お店が出た場合の店名などのテロップ挿入はしないのか。 

・反 映  お店紹介番組のような詳しい情報は入れていないが、店の看板や外観など、 

       場所がわかるようには、撮影・編集している。 

 

・ご意見  時々、ロケーションが判るような広めの場面を撮るなど、画面に変化を 

・反 映  公園などでは花木を入れ込むなどカメラアングルを工夫している。 

 

（３） 審議対象番組についてのご意見 

 

審議対象番組  「おはなしのとびら」 (絵本の朗読・10 分) 

 

前田会長：番組(各話)の対象年齢が判然としない。 

対象年齢を事前にアナウンスしないのか。 

BGMの選曲やナレーションとのバランスに違和感を覚える。 

              作品にふわしい選曲をしてほしい。 

 

制作/大川：対象年齢は設定・告知はしていない。 

作品は、10 分に収まる作品、著作権許諾が取れる作品を選んでいる。 

BGMの選曲や音量・バランスについては、今後見直していく。 

 

            岩本:挿絵や物語に合った、効果音も入れるべきでした。 

 

           庭野:著作権のしっかりした本は、放送回数の制限などもあるのでむずかしい。 

               プロの作家・アマチュア作家の作品を取り混ぜて制作を進めている。 

 

稲葉委員：子ども向けということではなく、内容によっては大人も楽しめると思った。 

 

制作/大川：今後は読み聞かせや読書全般の啓発に資する番組に展開して行きたい。 

 

磯川副会長：教養的要素のある内容や民話などもやってもおもしろいのでは。 

 

制作/大川：民話については検討中だが、挿絵の作成が必要になる場合がある。 

 

小山委員：教育的要素があれば、親が子どもにみせるのでは。 

視聴の習慣化には放送時間、時間帯はとても重要に思う。 

見てもらいたい視聴者層の分析も必要かと思う。 



佐藤委員:郷土の話など身近な題材のほうが、大人も子どもも見るのではないか。 

効果音は視聴者をひきつけるのに必要だと思う。 

制作/大川：プロの作家作品は、著作権料の問題もあるため、今後はアマチュアや地元

の絵本作家の協力・賛同を得て進めて行きたい。 

 

前田会長：「おはなしのとびら」という番組名は子ども向けに限定されていない良い  

ネーミングだと思う。 

今後は、外部のコンテンツや催事に頼らず、IKC自体が創作イベントを 

仕掛けて、番組と連動させても良いのでは。 

 

（４） 新たな番組制作の取り組みについて報告 

 

「ココ最近の取材模様」(15 分番組)について (庭野・遠藤の報告) 

ニュースより長めに取材したトピックスを長めに紹介する番組、見逃し対策の側面もある。 

地域の新店舗。新サービス。新発売スイーツなどのレポートにも挑戦。 

ニュース素材のワンソース、マルチユースを目指した番組。 

〈ご意見・ご感想〉 

・内容によっては、関係者以外には長く感じてしまうこともありそう。 

   ・番組名が制作者目線である気がする。→検討・改善を約束 

 

○ その他・報告事項 

 

（１） 「見聞まま」がケーブルテレビ連盟 2018 年度 番組アワード入賞 

    コミュニティ部門に優秀賞受賞と審査員からインタビューテクニックを絶賛された事を報告。 

 

（２） 事業トピックス  ～新サービスのご紹介～ 

東京波同時再放送の終了について 

９月 30 日の実施、前後での周知やチャンネル調整訪問、電話受付対応の強化を報告。 

スマホ、AI スピーカーを、インターネットを使った便利な家庭内の機器操作サービス、 

インテリジェントホームのご紹介。 

積極的な新卒者の定期採用実施について報告。 

 

以 上 


